
カーが参加しています。設立は 2018 年で、19 年に初

の展示会『Printing United Expo』を開催。21 年には

印刷関連の教育・認証機関である Idealliance が統合

され、現在の組織体制となっています」

――会員にはラベル印刷会社も含まれますか

「商業印刷だけでなく、パッケージ、ラベル、ワイ

ドフォーマット、テキスタイルなど、さまざまな印刷

分野に展開する企業が参加しています。近年は、印刷

用途の拡大に伴い、必要とされる技術や知識も変化し

ています。特にデジタル印刷やカラー管理などでは、

新しいスキルが求められています」

――教育やトレーニングではどのような取り組みを

「当団体は特定の印刷分野に限らず、印刷業界全体

を対象に教育やトレーニングを提供しています。技術

情報の共有のほか、複数の出版物などを通じ、会員企

業を支援しています」

――オンライン教育プログラムの取り組みは

「オンラインでの教育・トレーニングは、地域や国

を越えて知識を共有できる有効な手段です。従来は対

面での研修が中心でしたが、オンラインシステムを取

り入れたことで、世界中から参加できるプログラムへ

と広がりました。特に米国内では、小規模企業や地方

の企業において、教育や技術情報を学ぶ機会が広がっ

ています」

――米国の印刷産業における現況を

「かつては大型のオフセット印刷が中心でしたが、

現在では状況が変わり、特にワイドフォーマットが重

要な分野となっています。また、ラベル分野はオフセッ

ト印刷と比べると市場規模は小さいものの、私たちの

日常生活に欠かせない分野として認知されています」

「米国の印刷市場における景況感としては、コロナ

禍以降は不安定な時期もありましたが、この 2 年ほど

は比較的落ち着いた状況が続いています。現時点では、

26 年についても大きな変化はないとみています」

―― 昨 年 10 月 に 米 フ ロ リ ダ 州 で 開 催 さ れ た

Printing United Expo には約 3 万人が来場しました

「当展は北米最大級の印刷関連展示会の 1 つで、

『drupa』『China Print』『PACK EXPO International』

などとともに開催される国際展示会として、多くの印

刷会社や関連サプライヤーらが参加しています」

「昨年は世界 104 カ国から来場があり、特に欧州、

アジア、南米から多くの印刷会社が訪れました。私た

ちは展示会について、資機材の展示にとどまらず、教

育や情報共有の場として位置づけています。会期中に

は多数のセミナーやトレーニングを実施し、来場者に

は新しい技術や知識を学ぶ機会となっています」

――デジタルラベル印刷機も出展されていました

「近年は、ラベルやパッケージ関連分野への関心が

高まっています。特にデジタルラベル印刷などの技術

は、展示会でも存在感を高めている分野です」

「一方で当展示会は、ラベルやパッケージなど特定

の分野に特化したものではなく、商業印刷やワイド

フォーマット、産業用途など、さまざまな印刷分野を

一度に比較して見ることができる点が特徴です」

――海外の印刷業界との交流や人材育成について、

日本のラベル業界への期待は

「当団体における教育や情報共有の取り組みは世界

各国へ広がっており、日本からも約 80 人がオンライ

ンプログラムを利用しています。無料受講が可能なも

のもあるほか、デジタル印刷やカラー管理、安全対策

など現場で役立つ実践的な内容を学べます。また、印

刷品質管理に関する国際的な資格認証プログラムのト

レーニングも提供しています」

「今後はオンラインだけでなく、展示会やコンファ

レンスへの参加を通じて直接交流を深めることが重要

と考えています。印刷分野の垣根を越えて技術や情報

を共有することは大切であり、10 月の『ラベルフォー

ラムジャパン 2026』なども通じ、日本のラベル業界

の皆さまと互いに学べればと願っています」

――現在の役割と主な取り組みについて

「私は現在、当組織の教育および認証プログラムに

おける統括責任者として、印刷業界の人材育成に取り

組んでいます。近年、デジタル印刷や自動化の進展に

より業界は大きく変化しています。新しい技術に対応

するためには継続的な学習が重要であり、当団体では

オンライン教育を含め、さまざまなトレーニング機会

を提供しています」

――経歴について

「米国空軍で約 8 年間勤務し、その経験は、規律や

チームワーク、リーダーシップの重要性を学ぶ大きな

機会となりました。その後、ワシントン D.C. にある

非営利団体の組版部門での勤務をきっかけに印刷業界

に携わるようになり、約 12 年前、SGIA（現 Printing 

United Alliance）に参画しました。以来、30 年以上

にわたり印刷業界に携わっており、現在は、企業や技

術者が新しい技術を正しく理解し、活用できるよう支

援することが私の役割だと考えています」

――3 月にはアジア地域で初となるコンファレンス

を開催されました

「当団体では、国際的な人材育成や技術交流の促進

に力を入れており、その一環として G7+ Exchange 

Conference を展開しています。3 月にはアジア地域

初としてタイ・バンコクで開催し、続けてベトナムの

ハノイやホーチミンでも実施しました。基調講演や

ネットワーキングを通じて意見交換を行いましたが、

18 歳の若い参加者も多く、世代を超えた活発な議論

が行われている点が印象的でした。来年以降も、日本

を含めたアジア各地で継続していく予定です」

――Printing United Alliance の構成について

「印刷業界に関わる幅広い企業を対象とした会員制

団体です。現在、約 6,000 社の会員企業が所属してお

り、米国を中心に世界各国の印刷会社や資機材メー

▶北 米

団体トップインタビュー

Printing United Alliance  
教育・認証担当バイスプレジデント

レイ・ウェイス氏
米国最大級の印刷業界団体 Printing United Alliance

（本部・米バージニア州）で教育・認証担当バイスプ
レジデントを務めるレイ・ウェイス氏がこのほど初来
日した。同氏は同団体傘下の Idealliance がタイで 3
月に主催した『G7/G7+ Exchange』での講演を機に、
日本の関連団体との交流のため訪日。本紙では、同氏
が推進する人材育成やオンライン教育プログラムの取
り組みのほか、米印刷市場の現況、国際的な人材交流
の可能性などについて聞いた。                   　（鈴木）

教育・トレーニングと
展示会を包括的に提供

米最大級の
印 刷 団 体

ワイドフォーマットが
拡大、市況は落ち着き

米 国 の
印 刷 市 場
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